
 

No.維持管理-1-1 樹冠の最大化・適正化を目指す剪定の実施 
 
技術の目的 
樹木の樹冠拡大を目指した維持管理により、夏の日差しを遮る木陰を確保し、暑熱対策を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．暑熱対策における樹木（樹冠）の重要性出典 1 
 近年、厳しさが増している夏の暑さに対して、樹木による緑陰の確保が重要。 
 樹冠により 75～95％程度の日射を遮ることが確認されている。 
 日向と比べ緑量の多い樹木の下では SET＊※（標準有効温度）が 7℃程度低いことが確認されている。 

※SET＊：体感温度の指標で 32℃を超えると不快に感じる傾向がある。 
 
 
 
2．植栽樹種の確認出典 1 
 植栽樹種ごとの望ましい樹高・枝張り比から樹冠の拡大余地を検討する。 

 
 
樹高・枝張り比＝枝張り（W）／樹高（H） 
・伸長可能な枝張り（W）＝(歩道幅員-dx-C)×２ 
・望ましい樹高・枝張り比から求められる樹高（H）＝伸長可能な枝張り（W）／樹高・枝張り比 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3．目標樹形の設定 
 通行者の安全性、隣地境界や樹種同士のクリアランス、樹高・枝張り比などからバランスが取れた樹
形を設定する。 

 植栽樹種の特性（成長速度、根系、耐風性など）も踏まえ、樹冠拡大時の注意事項を整理する。 
 各路線の樹種ごとに目標樹形、選定方法を示す計画書を作成する。 

  
 

樹形タイプ
区分 主な樹種 

望ましい樹
高・枝張り
比の目安 

円錐型 イチョウ、メタセコイア 0.3～0.4 

卵円型 

プラタナス、カツラ、シラカ
シ、 
コブシ、ヒメシャラ、ヤマモ
モ 

0.4～0.7 

球型 クスノキ、アキニレ、マテバ
シイ 0.5～0.7 

盃型 
ケヤキ、トチノキ、ヤマボウ
シ、 
ソメイヨシノ 

0.5～0.7 
（ソメイヨ
シノのみ
1.0～） 

枝垂れ型 シダレヤナギ 0.７ 

  



 

■導入事例 
1. 目標樹形カードによる街路樹管理の事例 
 東京都江戸川区では、路線ごとに樹種や状況に応じた目標樹形と管理方針を設定した目標樹形カー
ドを作成し、維持管理を行っている。 
 

路線別に作成した目標樹形カードの事例出典 2 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■出典・参考資料 
 1 環境省「まちなかの暑さ対策ガイドライン改訂版」（平成 30（2018）年 3 月） 
https://www.env.go.jp/air/life/heat̲island/guidelineH30.html 

 2 東京都江戸川区「江戸川区街路樹指針 新しい街路樹デザイン」（平成 21（2009）年） 
 https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e066/kurashi/kankyo/midori/gairoju/gaiyo/desinen.html  

注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 
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基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

○ ◎   ○  



 

No.維持管理-1-2 気温・WBGT（暑さ指数）などのモニタリングの実施 
 
技術の目的 
暑熱対策を実施した緑地などにおいて、モニタリングにより効果測定することで維持管理の参考にす
るとともに、暑熱対策事業の PR を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
モニタリングには以下のような手法が一般的に行われており、計測と同時に空間的な人の滞留状況な
どと併せて把握することで利用への影響などを同時にモニタリングする事例もある。 
 
1．サーモカメラなどを使用した地表面・構造物表面温度の実測 
 視覚的・面的に緑化した箇所の効果が把握しやすいことから、様々な場所でモニタリングに活用され
ている。 

 

  
人工地盤上の緑地（公開空地）と市街地の
温度差を面的に比較する出典 1 

市街地の未利用空間を緑被率 30％に緑化
し温熱環境改善効果を計測出典 1 

 
2．体感温度の実測 
 WBGT（暑さ指数）、SET＊（標準有効温度）などの指標に基づいた実測を行い、人の体感により近い
温熱環境の状況を把握する。 

 取組を実施していない場所との比較、または取組を実施する前との比較などで効果が把握できるが、
局所的な環境に影響されやすいため計測点の選定には留意する必要がある。 
 

  
公園内のベンチの利用と体感温度との関係を調査した結果、夏に対策によって体感温度が低
下することで、ベンチの利用が増加する傾向を把握する出典 1  

   



 

【※体感温度の指標について】出典 3 
 暑熱対策の効果を評価するための人の体感により近い指標として WBGT（暑さ指数）、SET（標準有
効温度）の概要を以下に示す。 
 

WBGT（暑さ指数） 
気温（乾球温度）、自然湿球温度、黒球温度を計測し計算式によっ
て求める。熱中症の危険度把握の指標として環境省からモニタリ
ングデータが公開されている。 

SET＊（標準有効温度） 
気温(℃)、相対湿度(％)、風速(ｍ/ｓ)、黒球温度(℃)若しくは平均
放射温度 MRT 125 (℃)の温熱４要素に加え、人の代謝量(met)と着
衣量(Clo)を用いて求める。 

 
 

■出典・参考資料 
 1 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム「グリーンインフラ事例集 令和 3 年 3 月版」 

https://gi-platform.com/project/#examples  
 2 環境省「まちなかの暑さ対策ガイドライン」（平成 30（2018）年） 

 https://www.env.go.jp/air/life/heat_island/guidelineH30.html 
 

基本指針との関連 
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良好な 
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 ◎     
注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 

 

期待される効果 
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No.維持管理-2-1 地域が参加する維持管理 
 
技術の目的 
緑地の維持管理に地域の住民、団体、企業の方を募ることで、地域に根差した緑にするとともにコミュ
ニティの醸成を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．中央区が管理している公園・緑地などにおける取組 
 中央区では、区道などの花壇の植付けや管理を中心としたボランティアを募る「アダプト制度」と、
公園の日常的な維持管理作業を地域の方に担ってもらう「公園自主管理制度」により、地域が参加す
る緑の維持管理に取り組んでいる。 
 

制度名 対象となる空間 主な活動内容 

アダプト制度 
区立公園、緑地帯、
区道上の花壇など 

草花の植付け、除草、水やり、花がら摘み、
清掃など 

公園自主管理制度 区立公園・児童遊園 
清掃、除草、水やり、見守り、安全点検、
芝生管理、ごみ収集分別など 

 
 
2．都市公園法に基づく協議会の設置 
 都市公園法では民間事業者による活用や地域における公園利用のルール調整などに対応することを
念頭に、公園管理者と地域の関係者などが情報交換を行い協議しながら活性化方策やルールなどを
決定・実行していくための協議会を法定化している。 

 特に本区における P-PFI（公募設置管理制度）事業の導入に当たっては、下記に示すステークホルダ
ーの参加による協議会の設置を活用することが望ましい。 
 

 
                                             図：出典 1 

 

  



 

■導入事例 
 1．民間の緑地における取組事例 
 企業の社屋の建て替えに伴う公開空地の整備に当たり、設計段階から住民がワークショップで関

わり清掃などの維持管理を地域住民組織と協働で担っている事例がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■出典・参考資料 
 1 国土交通省都市局公園緑地・景観課「都市公園法改正のポイント」（平成 29（2017）年） 

https://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi̲parkgreen̲tk̲000073.html 
 2 国土交通省都市局「景観形成に関する普及方策の検討」（平成 18（2006）年） 

https://www.mlit.go.jp/crd/townscape/fukyuu/index.htm 

 

事例：YOUYOU パーク西大路／京都府出典 2 

 

基本指針との関連 
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  ◎    
注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 

期待される効果 

環境 防災 福祉・教育 地域振興 商業・観光振興 

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
減
少
の
緩
和 

都
市
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
確
保 

水
質
改
善 

災
害
（
火
災
・
水
害
な
ど
）
の
軽
減 

災
害
時
の
復
旧
活
動
・
支
援
拠
点 

災
害
伝
承
・
防
災
教
育
の
場 

健
康
増
進
・
介
護
予
防 

緑
の
景
観
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
軽
減 

子
育
て
支
援 

環
境
教
育
・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成 

地
域
の
自
然
観
・
郷
土
愛
の
醸
成 

都
市
の
魅
力
・
競
争
力
の
向
上 

不
動
産
価
値
の
向
上 

観
光
・
商
業
振
興 

労
働
生
産
性
の
向
上 

労
働
環
境
の
改
善 

      ●   ● ● ●      

 



 

No.維持管理-3-1 外来種対策の実施 
 
技術の目的 
緑地に外来種が侵入、拡大することを防ぐ対策を行うことで地域の生物多様性保全を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．外来種対策の実施出典 1 
 日常的な維持管理の中で、地域の生態系に被害を及ぼす外来種の侵入を監視することで早期発見に
努め、発見した場合は速やかに除去することが重要である。 

 生態系などに被害を及ぼすおそれがある外来種としては、特定外来生物のほか生態系被害防止外来
種リストの指定種がある。 

特定外来生物 外来生物法に基づき環境省が指定している外来種。輸入・販売・譲渡・飼育・栽培・運搬など
が原則禁止されている。 

生態系被害防止
外来種リスト 

生態系、人の生命・身体、農林水産業に被害を及ぼす又はそのおそれがあるものを生態的特性
及び社会的状況も踏まえて選定した外来種のリストとして、環境省・農林水産省が作成。特定
外来生物以外の掲載種については、規制はないが取り扱いに注意が必要。 

 
■導入事例 
1．公園などでの拡大の防止 
 生態系に悪影響を与える外来種の繁茂を抑制するため、都内の公園では地域ボランティアとの協働
により環境学習を兼ねた除去活動を定期的に行っている事例がある。 

  
浜離宮恩賜庭園でのキショウブ除去活動
（中央区）出典 3 

石神井公園の沼沢植物群落保全のための
外来植物除去・抑制活動（練馬区）出典 4 

 
2．外来種対策の学習ツール 
 環境省では、一般の方向けの外来種駆除のイベントや小学生の環境教育に活用できる各種学習ツ

ールを公開している。 

 
環境省の提供する外来種に関する学習の手引き（一部抜粋）出典 5 

   



 

■出典・参考資料 
 1 東京都環境局「生態系に配慮した緑化のための講習会」令和元年度テキスト（令和元（2019）年） 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/nature/green/green̲biodiv/index.html 

 2 生態系被害防止外来種リスト https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/iaslist.html 
 3 中央区環境保全ネットワーク  http://ckhnet.blog.fc2.com/ 
 4 東京都東部公園緑地事務所「石神井公園三宝寺池沼沢植物群落保存活用計画」（平成 30（2018）年
12 月）https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/content/000043645.pdf 

 5 日本の外来種対策 学習ツール（環境省自然環境局） 
https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/tool.html  

 

基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

    ◎  
注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 
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No.維持管理-3-2 動植物のモニタリングの実施 
 
技術の目的 
生物多様性保全を目的とする緑地にて、植物の生育状況や動物の利用状況、出現状況をモニタリング
する。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
 動植物のモニタリングは、管理者が緑地のコンセプトを意識し、維持管理を行っていく上で重要であ
る。目標種が確認できると管理のモチベーションも高まる。 

 モニタリングの目的ごとに専門家による調査、管理者による調査、参加者を募ったイベント化などの
手法を検討する。 

表 モニタリング手法別の長所と短所（企業が管理する緑地向け）出典 1 

 
 

表 都市緑地における市民参加型自然環境モニタリングの事例出典 2 
調査対象 調査内容 調査方法 

樹林環境 コゲラ・シジュウカラなど
指標種（鳥類）の調査 

自然観察会などのイベントやアンケート方式の調査票を通
じて目視やフィールドサイン、鳴き声などの確認により対象
種の分布、利用状況を調査し記録 

セミの抜け殻調査 アンケート方式の調査票をもとに、地域の公園・緑地などの
樹林地を踏査し、セミ類の抜け殻を目視により調査し種数を
記録 

草地環境 カマキリ類など指標種（昆
虫類）の調査 

自然観察会などのイベントやアンケート方式の調査票を通
じて目視により分布を調査・記録 

水辺 ハクセキレイ・カルガモな
ど指標種（鳥類）の調査 

自然観察会などのイベントやアンケート方式の調査票を通
じて目視により分布を調査・記録 

小中学校 プールのヤゴ調査 水泳授業が始まる前に、プールに生息するヤゴを網や素手で
採取し、種類と数量を把握 

学校ビオトープの生き物
調査 

総合学習時に学校ビオトープを利用する生き物の種類、利用
状況を目視により調査・記録 

個人の庭・住
宅など 

庭を訪れる鳥類調査 家事の合間、休日（住居者）、総合学習の時間や休憩時間（児
童・生徒）に事前に設置していたバードテーブル（バードフ
ィーダー）に採餌に訪れた鳥類の種類、利用状況を目視によ
り調査し記録   



 

■導入事例 
1. スマートフォンアプリを活用した生き物調査の事例 
 環境省や国営公園、地方自治体の生物多様性地域戦略などでＩＣＴを活用し一般ユーザーによる生
物情報（写真、位置情報など）の投稿を集めるアプリケーションを活用したモニタリングイベントが
実施されている。 

 「気候変動いきもの大調査」は携帯端末用のアプリケーションをダウンロード（Appstore または
Googleplay）できる。 
 

 
 

環境省による ICT アプリを活用したイベ
ント「気候変動いきもの大調査」出典 3 

環境省による ICT を活用した生き物情
報収集サイト「いきものログ」出典 4 

 
■出典・参考資料 
 1 東京都環境局「在来種植栽の設計・管理のポイント～質の高い都市緑化を目指す在来種植栽の勧め
～」（平成 29（2017）年 3 月） 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/nature/green/green̲biodiv/edo̲midori.html 

 2 環境省自然環境局「公共施設における緑地等の整備及びその管理、並びに市民参加型自然環境調査
手引書」（平成 21（2009）年 3 月） 
https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/application/files/3314/5007/7488/200903̲env̲guide.pdf 

 3 環境省 気候変動いきもの大調査 https://ccbio.jp/ 
 4 環境省 生物情報収集・提供システムいきものログ https://ikilog.biodic.go.jp/ 
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No.維持管理-3-3 農薬の使用量低減 
 
技術の目的 
植栽に発生する病害虫の早期発見、物理的防除などにより、化学薬品を用いた農薬の使用量を低減し、
生物多様性の保全を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．公園・街路樹など病害虫・雑草管理マニュアル（環境省）出典 1 の活用 
 公園・街路樹のみならず一般の緑地などの病害虫管理に有効なマニュアルとして環境省が作成して
おり、病害虫管理の手順、早期発見・防除手順の判断、防除方法などが網羅的に示されている。 

 当マニュアルをもとに、地域や各緑地の実情にあわせたガイドラインを事前に定めておくことで、効
率的で迅速な対応に繋がる。 

 
図 公園の設置後の病害虫管理についてのフロー出典 1 

 
 
2．病害虫管理に携わる人材の育成 
 病害虫に関する知識を持つ人材の確保・育成のため、研修を実施し、早期発見と効率的な物理的防除
を進める。 

 

 
研修用資料の例                養成研修 

防除体制の充実に向け、独自研修を実施して病害虫に関する知識を持つ園芸ボランテ
ィアを養成している事例（埼玉県花と緑の振興センター／埼玉県）出典 2 

   



 

3．樹幹注入剤などによる防除出典 1 
 樹幹注入剤や塗布による農薬を使用することで、周囲への農薬の飛散を防ぐことができる。 

表 散布以外の代表的な薬剤防除手法 
薬剤の種類 使用目的 
塗布材・ペースト材 整枝時や病患部・病枝の除去時にできた、切り口や傷口等に塗布し、

病害の予防等を行う農薬。 
樹幹注入剤、樹幹打ち
込み剤 

樹木の幹にドリル等で穴を開け、そこに農薬成分を入れることによ
り、病害虫の防除等を行う農薬。 

4．化学薬品を用いない病害虫防除出典 3 
 病害虫の防除に当たり、緑地の環境を整えて生物相のバランスを取ることで特定の病害虫の大量発
生を抑える、あるいは病害虫の発生しにくい生育環境を整えるなどの手法に積極的に取組む。 

表 化学薬品を用いない代表的な病害虫防除手法 
手法 考え方 
耕種的防除 健全な土壌環境や風通しを良くする樹木剪定、多様な植物の植栽などで特

定の病害虫の発生や蔓延を防ぐ。 
生物的防除 害虫の天敵となる生き物により防除を行う手法で、多様な生き物の生息生

育できる環境を整えることで捕食者となる生き物が増え、病虫害の発生し
にくい環境を作る。 
例：野鳥の活用による無農薬管理（食餌植物や冬場の人工給餌・巣箱やね

ぐらの設置などにより病害虫を捕食する野鳥を誘致する） 
物理的防除 発生した虫を取り除く、病害箇所の剪定を行う、光で害虫を集めて駆除す

るなど物理的な防除を実施する。 
■出典・参考資料 
 1 環境省「公園・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアル」(令和２(2020)年 5 月改訂版） 
https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/hisan̲risk/manual1̲kanri.html 

 2 環境省「公園・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアル優良事例集 Vol.2」（平成 29（2017）年 3 月） 
https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/hisan̲risk/manual1̲kanri̲cases.html 

 3 東京都環境局「生態系に配慮した緑化のための講習会 令和元年度テキスト」（令和元（2019）年） 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/nature/green/green̲biodiv/index.html 
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No.維持管理-4-1 雨水の再利用（トイレ、防火用水、修景など） 
 
技術の目的 
大規模雨水貯留施設の設置が可能で安定した水量確保が見込める場合はトイレ、防火用水、雑用水利
用などへ雨水を再利用する。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■導入事例 
1．大規模施設での雨水利用 
 地下貯留槽などの大規模雨水貯留施設からの雨水利用には、トイレや雑用水、防火用水、修景利用、
自動灌水システムと接続した植栽灌水利用など多様な活用例がある。 
 

  
大規模公民複合施設においてトイレの洗浄水や植
栽散水に利用している事例（アクロス福岡）出典 1 

大規模商業施設で修景利用（運河）している事
例（キャナルシティ博多）出典 1 

 
 
 
 
 
 
 
大規模コンベンションセンターにおいてトイレ洗浄水、屋上融雪、植栽灌水、冷却水、防災用上水
の交換水と雨水利用の複合を行っている事例（東京国際フォーラム事例）出典 2 

 
 
■出典・参考資料 
 1 福岡県県土整備部水資源対策課「はじめよう！利用 雨水利用事例集」 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/amamizu-jireishu.html 

 2 国土交通省水管理・国土保全局 水資源部 水資源政策課「雨水・再生水利用施設実態調査 事例
集」（平成 27（2015）年）    
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No.維持管理-共-1 土壌の透水・通気性維持 
 
技術の目的 
樹木の健全な生育や緑地の雨水浸透機能の確保のため、透水・通気性の維持に配慮した植栽基盤の維
持管理を行う。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．落葉や地被植物による土壌面の被覆出典 1 
 過度の除草や落葉除去を行わないことで土壌微生物の多様性維持を図りながら、土壌の雨水浸透機
能を高めることが重要となる。 

 
 

  
落葉除去・踏圧により裸地化した植栽地 落葉による土壌面の保護 

 
2．屋上緑化など人工地盤上の植栽基盤管理出典 2 
 屋上緑化の植栽基盤では全面的な土壌交換は難しい場合が多いため、３～5 年スパンで順次部分的に
土を入れ替える方法がとられる。 
 

図 屋上緑化の土壌入れ替えの考え方出典 2 

 
■出典・参考資料 
 1 （公財）都市緑化機構特殊緑化共同研究会「都市のグリーンインフラ技術の提案」（令和元(2019）
年 10 月) 
https://urbangreen.or.jp/tech/workshop/tokushuryokuka 

 2 藤田茂著「日本一くわしい屋上・壁面緑化」（エクスナレッジムック、平成 24（2012）年） 
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